
器の下におく乙とにより、かなりの程度に妨

ぐ乙とが出来る。

(6) 保育室における保温

。 至適温度：未熟児や病気の新生児は中性

温度環境で保育することが望ましい。

Bruck は、 新生児の中性温度環境は32～

34℃と述べているが、乙れは湿度50孫、室

温と壁温l乙差のない特殊な部屋における温

度であって、乙れを日常使用している保育

器の器内温にそのまま適用することは出来

ない。 Hey and Kat zは新生児の至適環

境温を報告しているが、われわれはこれを

参考にして、 新生児の保育温度をTable

lのように定めている。

日令
。 10 

生下時体重
20 30 

1500 g以下 35 34 33 32 

1500～2500g 34 33 32 31 

2500g以上 33 32 31 

Table l. Incubator femρera­

ture settings for term and 

ρreterm infants. 

b 保育器による保温：現在広く用いられて

いる保育器は強制換気式保育器と呼ばれ、

対流による熱喪失を防ぐ乙とによって保温

をはかる型式である。保育器内温度は

Tab! e l IC従ってセッ卜されるが、保育

器のアクリル製のフ ー ドが冷い場合は、裸

体の新生児の皮膚から幅射による熱喪失が

おこる。保育室の温度が低いとフ ー ド 壁の

温度が低下するので注意を要する。輯射に

よる熱喪失は保育器内の新生児にアクリル

製のかまぼこ型のフ ー ドをかぶせる乙とに

よって少くする乙とが出来る。

新生児の腹壁皮膚温が36℃～ 36.5 ℃ の

ときに酸素消費量が最低であったという報

告に基き、腹壁皮膚温を乙の範囲に維持す

るように自動的に器内温が調節されるサ ー
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ボ コ ントロ ー ル保育器が開発され、普及し

ている。サ ー ボコントロ ールの保育器は至

適環境温を作り出すのに優れていると考え

られる。

未熟児の中枢深部温と末梢深部温を戸川

らによって実用化された深部体温計を用い

て測定してみると、 1 5 00g 以下の極小未

熟児ではTab! e l のように保育器 内温度

を定めた場合には、末梢深部温は中枢深部

温よりも約3℃も低い乙とがわかった。 サ

ボコントロ ー ル方式の保育器で、は中枢深部

温と末梢深部温の差は少なかった。中枢と

末梢の深部温の差が大きいときは、保育器

内の温度は中性温度にあるとはいえないと

思われる。至適温度について、今後熱産生

を測定する乙とによって検討したいと考え

ている。

C 幅射熱保温器による保温：低エネルギー

の幅射熱によって保温する幅射式保温器が

新生児のインテンシプケアのときに用いら

れている。幅射熱保温器は、新生児l乙監視

装置やレスピレ ータ ーを装着しているとき

や蘇生術や交換輸血を行うときには便利で

ある。

いっぽう、感染の危険を増すこと、 不感

蒸I世を増加させる乙となどの欠点がある。

d コッ卜による保温：補助熱源なしに体温

を維持できる場合は、着物を着せ、 コ ット

l乙入れて保育する。 コット保育の場合は環

境温の安全域が大きい。

(7) 新生児寒冷障害

寒冷に長時間さらされると著しい低体温と

なり、噌眠、日甫乳力消失、浮腫、顔面潮紅、

徐脈、代謝性アンド ー シス、低血糖などを来

す。

〔研究室紹介〕その1 一 同志
社女子大学家政学部家政学
科被服学教室

馬 杉 一 重

R 着衣時の汗の身体冷却効率， の研究を始め

てl除年、当初は自分の研究室には何 一つ設備

がなかったので、わざわざ神戸大医学部衛生学

教室まで出かけた。35
°

CI乙設定された実験室か

ら出てくると、真夏の暑さも、さわやかに感じ

られた事を思い出す。次は自転車なら10分で行

ける京都工繊大の恒温室を利用させていただい

た。乙ちらは標準状熊に設置されていたので、

逆にかなり着込んでも、寒さが身にしみたのが、

いまでは懐かしい。

どちらも快よく使わせて下さり、おかげでモ

デル実験によるその成果を、ささやかながら学

会で発表することができた。

しかし、更に、乙の種の研究を進めるために

は、恒温室ではなくて、恒温恒湿室が、それも

出来れば可変型のものが必要である。その上、

着用実験もするとなると、どうしても人体天秤

が必要である。それも出来れば手許にあればと

いう願いが、次第に強くなっていった。

しかし、被服学科ならまだしも、家政学科で、

その一分野にすぎない被服を担当している若輩

の私lζは夢のような話である。でも欲しかった

ので、駄呂でもともとと、乙乙1昨来、予算期

毎に、機会ある毎に請求を出し続けて来た。

おかげでやっと、その必要性が認められ、乙

の願いが、ここ数年の聞に次々と叶えられ、そ

れまで実習準備室であった部屋が、今では小さ

いながら被服衛生学の実験室に変身したのであ

る。T度、そ乙へ訪ねて来られたのが登倉先生、

まさかと思ってられた所に乙うした設備があっ

たのが、驚きだったのでしょう。頼まれて、こ

のように研究室紹介を書かせていただくように

なった次第である。

そのようなわけで、特に目新らしい設備とて

ないが、ただ、人体天秤だけは、これから設置

される方には自信をもっておすすめ出来る。乙

れは支点エッヂlζ支えられたビ ー ムの左右にプ

ラン コ 型秤量皿と分銅皿が下っている下皿天秤

で、被検者が秤量皿に腰掛け、分銅血lζ、ビ ー

ムの長さを1 : 5にする乙とによって1 /5の

重さですむようにしてある分銅をのせ、 1 0 0

7までは送り錘で調節して測定できるようにな

っている。一般によく用いられている台秤型式

の人体天秤よりは、値もかさも多少はるが、支

点がただ l ケであることから、少くとも 5 ケの

支点を必要とする台秤型式のものとは比べ物に

ならない感度のよさである。

乙乙数年間l乙設置された主な機器

設 置 期 種 類 性 能 備 考
， 

昭和 床面積 2 坪

53 年 2 月
可変型恒温恒湿室 温度範囲 +10 ～ 40℃ 富士テスタ ー

湿度範囲 40 - 80 'fa 

53 年 4 月 人体 100 lr天秤 感量 1 lr 長計量器

55 年 4 月 ウォ ー キラン 電動可変速 セノ ー

55 年10月 労研式ガス分析器 大 型 柴 田
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